
青年の憂い、熟年の開眼、老年の哀歓

2014年今年のニュースから

新聞社では「今年の

ニュース」の準備も進

んでいるでしょう。そ

の中に入るか入らない

か、個人的には興味深

いのは「人工知能」です。今年は

よく記事になりました。今後30年

の間に社会に広く浸透する予想で

す。ということは2045年ごろ。

「機械にできること

は機械に、人間はもっ

と高度な仕事を」とよ

く言われますが、高度

というのは、人工知能

に対すると、曖昧な状況や現象や

言動を見てとり、読み取り、適切

に判断・反応できることでしょう

か。原始の力、野性の復権？
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秋深まり、立冬。そろそろ今年

一年をふりかえり、新しい年の計

を思案する季節。その程度は違っ

ても、誰もが繰り返してきている

習わし。もちろんこの季節以外で

も、人により、世代により。

社会に出たものの違和感をぬぐ

えない青年の憂い。人の羨む世界

も自分にとってはあまり意味を感

じない。意味を感じる

世界は別にある。そち

らへ行こうか、行って

暮らしていけるだろう

か。人生の選択を誤る

のではないか。

小さな波もそこそこありなが

ら、充実した壮年期を過ごして

‘終わり’が見え始めた熟年の開

眼。はたしてこれでいいのだろう

か、終わっていいのだろうか。自

分の軸がないのではないか。

戦中を生きぬき、戦後を闊歩

し、過ぎてみれば思うように生き

てきた老年の哀歓。体の衰えはか

なしく、精神の高みは誇らしく、

最期を指おり数えながら、浮世で

奔走する現役たちを後押しする。

老年からみる青年の憂いは愛お

しく、青年からみる熟年の開眼は

まぶしく、熟年からみる老年の哀

歓は見栄えよく、青年には荒野

を、熟年には新地を勧める。

老年にはまだ間がありますが、

青年の憂いに、『自分の考えてい

る、それをカタチにしていきなさ

い、大丈夫、ちゃん

と 生 き て い け る か

ら』と、いつになく

力をこめて断言。

「 自 分 の 軸 が な

い･」ともらした熟年

には、悠々自適な生活に安住する

だけではおさまらない持ってうま

れた性質を見ました。青年の憂い

が持ち越して現れたような。

まもなく2015年。1995年から20

年、これまでの社会の変化とこれ

から20年の変化。青年の憂いは、

手をかえ品をかえ、深まりそうで

す。熟年の段階で、青年たちのよ

い後押しをしたいものですね。
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